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●揚げ物の場合は、付属のホーローマ  
　ルチポット以外の鍋は使わないでく
　ださい。
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・
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加熱
揚げ物 / 保温

＜本体正面＞
●製品構成

ふたつまみ

なべ本体

なべハンドル

なべ滑り防止リング

ヒーター部

強化ガラスふた

加熱調理中、なべの滑りを抑える
リングです。
上からヒーター部の突起にリング
の内周をはめ込むように設置して
ください。
※リングは回転方向には固定されません。

料理をかき混ぜる時はなべのハン
ドルを握ってなべが動かないよう
にしてください。

付属のホーローマルチポットがも
っとも加熱特性に優れますが、そ
の他のIH調理器対応のなべを使
用することもできます。
その場合は、なべ滑り防止リング
を外してください。

ホーローのマルチポットで、ガスコ
ンロその他の熱源で使用すること
もできます。
※煎り物の場合は、空だきに近い状態になるこ 
　とがありますので、付属のホーローマルチ
　ポットは使わないでください。
※付属のホーローマルチポットで炒め物、焼き
　物をする場合は、予熱せず、P1、P2の弱い　
　火力で、焦げ付かないよう慎重に行ってくだ
　さい。

リングは
突起の外側に

ヒーター側の突起



スタート
オフ
・

＜本体正面＞

側面

側面

●ヒーター部
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鍋位置マークは使える鍋の最大 / 最小サイズを示したものではありません。



モードボタン ▼ボタン ▲ボタンLED表示パネル スタート・オフボタン

加熱モード指示ランプ揚げ物/保温モード指示ランプ

最後のキー操作から何も操作をしないで約60分(揚げ物)、約120分（加
熱）、180分（保温）が過ぎた場合には、自動的に電源がOFFになります。

使える鍋、使えない鍋を自動検知します。（使えない鍋は、加熱をやめ、電
子音でお知らせし、約2分後に運転が停止します）

鍋をはずすと加熱をやめ、電子音でお知らせし、約2分後に運転が停止し
ます。

ナイフ、フォークなどの小物の場合は加熱をやめ、電子音でお知らせし、
約2分後に運転が停止します。

鍋底の温度が異常に上がりすぎたとき、電子音が鳴り、すぐに運転が停
止します。

電源切り忘れ防止
自動OFF

鍋検知センサー機能

鍋なし 自動OFF

小物発熱防止
自動OFF

空だき防止 自動OFF
異常温度上昇防止

スタート
オフ
・

操作ボタンの説明

: 加熱スタート/停止、電源オフを行います。
: 加熱モード（加熱・揚げ物/保温）の設定を行います。
: 火力または温度の設定値の上への変更を行います。
: 火力または温度の設定値の下への変更を行います。

　※火力

　・火力値は平均値で、実際の数値とは異なる場合があります。また、内蔵センサー
　  がトッププレートの高温を検知した場合、安全装置がはたらき火力を下げる場
　  合があります。

　※温度 

　
　・設定温度は目安です。ご使用状況によって変動します。

・  スタート・ オフボタン
・  モ ー ド ボ タ ン
・  ▲ ボ タ ン
・  ▼ ボ タ ン

・40℃
・80℃
・180℃

・70℃
・170℃

・50℃
・95℃
・190℃

・60℃
・160℃
・200℃

・ P1(250W)
・ P4(800W)

 ・P2(400W)　   
 ・P5(1000W)

・P3(600W)



●本製品付属のマルチポット
　（鉄ホーロー）

●本製品付属のマルチポット
　（鉄ホーロー）
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P3/

P3/

使える鍋

本製品は、付属のホーローマルチポット
で最適な揚げ物調理ができるように調整
されています。

揚げ物調理には、必ず付属のホーローマ
ルチポットをご使用ください。
他の鍋では、温度が不安定になったり、油
温が異常上昇したり、発火の原因になる
場合があります。

※煎り物の場合は、付属のホーロー
　マルチポットは使わないでくださ
　い。また、炒め物、焼き物は予熱せ
　ず、P1、P2の火力で、焦げ付かな
　いよう慎重に行ってください。

鍋検知
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7

本製品は、付属のホーローマルチポットで最適な揚げ物調理
ができるように調整されています。

揚げ物調理には、必ず付属のホーローマルチポットをご使用
ください。
他の鍋では、温度が不安定になったり、油温が異常上昇した
り、発火の原因になる場合があります。
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ON
タイマー
OFF加熱 揚げ物 / 保温 タイマー

数値ランプが　　　　になります。これは加熱の初期設定 250W（弱火）です。
加熱モード指示ランプが点灯します。
※鍋をのせていなかったり、使えない鍋をのせた状態では電子音が鳴ります。

P1/P2/P3/P4/P5 などの出力目安が数値ランプで表示されます。
加熱中に▲/▼ボタンを押して出力を変更することができます。

ボタンに１回触れると、加熱を開始します。

ボタンに触れて出力を調節することができます。

ボタンに1回触れて運転をオフにします。加熱を終了する場合は、
ファンの運転が停止してから、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。あたたかい鍋などがのっている場合はファンが
停止するまで時間がかかる場合があります。電源コードを接続していると、わずかですが電力を消費します。

▼ボタン ▲ボタン

スタート・オフボタン

数値ランプ

加熱モード指示ランプ

加熱モードでの揚げ物調理は、火災の原
因になるので絶対にしないでください。

加熱モードでは、IH調理器の出力
を設定し、加熱を行います。お湯
を沸かすなどの用途に使用しま
す。初期の設定値は P1(250W)
です。

加熱モードとは

P1 P2 P3 P4 P5

加熱停止後、トッププレートが熱い状態
の場合、数値ランプは　　　　　と表示
します。

スタート
オフ
・

スタート
オフ・

＜設定値＞
・P1(250W) （弱火） 
・P2(400W) （中弱火） 
・P3(600W) （中火） 
・P4(800W) （中強火）
・P5(1000W) （強火）

鍋に水などを入れ、プレートの中央にのせます。

電源プラグをコンセントに差し込みます。

鍋すべり防止リングを取り付けます。

※直径20cmより大きい鍋、12cmより小さい鍋は使えません。
※使える鍋、使えない鍋については、8・9ページをご覧ください。

※加熱調理のポイント（P14）
　を参照してください。

P1 の時に　　 に触れると P5に移動します。

P5の時に　　 に触れると P1に移動します。

スタート
・
オフ

加熱
揚げ物 / 保温

スタート
オフ・

250W 400W 600W 800W 1000W

熱効率のよい本製品付属のホー
ローマルチポットは加熱速度が速
いため、火力には十分注意してく
ださい。

※付属のホーローポットで炒め物、焼き物を行う場合、予熱せず、
　P1、P2の弱い火力で焦げ付かないよう慎重に行ってください。
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上からヒーター部の突起にリングの内周をはめ込むように取り付け
ます。

LED表示画面が点灯して
　　　　になります。



加熱モードでの揚げ物調理は、火災の原
因になるので絶対にしないでください。

・40℃
・50℃
・60℃
・ 70℃
・ 80℃
・ 95℃

加熱停止後、トッププレートが熱い状態
の場合、数値ランプは　　　　　と表示
します。

※揚げ物調理時には、必ず付属のホーローマルチポットを使用してください。

※油はかならず500g以上入れてください。量が少ないと温度
　が上がりすぎ、発火するおそれがあります。
※鍋は必ず付属のホーローマルチポットを使用してください。
※他の器具（ガスコンロなど）であらかじめ加熱した油を使わ
　ないでください。温度制御装置がはたらかず、異常加熱し
　火災の原因になります。

揚げ物 /保温モードでは、ご希望の
温度を設定し、自動的に加熱と保温
を行います。高温に設定して揚げ物、
低温に設定して低温調理やできあ
がった料理の保温をすることができ
ます。初期の設定値は 95(℃) です。

揚げ物 /保温モードとは ＜設定値＞
・160℃
・170℃
・180℃
・ 190℃
・ 200℃

※設定温度は目安です。ご使用状況によって変動します。

加熱調理の例　お米の炊きかた
❶米を洗い、30分以上、水（分量外）に浸けてから水を切ります。
❷付属のホーローマルチポットに❶の材料と、水を入れて蓋をし、P3で下の表のように加熱します。
❸全体が沸騰した状態になったらP1に弱めて下の表のように加熱し、水分がなくなってきたら加熱を
　止め、蓋を取らずにポットをヒーターに乗せたまま15分間蒸らしてできあがりです。

水分量や加熱時間は、気温やお米の品種によって、また、お好みによっても変わりますので、調節しながら調理してください。

材　　料
浸水時間
モ ー ド
時　　間

米1合、水200ml
30分間以上
加熱モード　P3 / P1
P3加熱6分間、P1加熱10分間、
蒸らし15分間

材　　料
浸水時間
モ ー ド
時　　間

米２合、水400ml
30分間以上
加熱モード　P3 / P1
P3加熱6分間、P1加熱11分間、
蒸らし15分間

白米1合 白米2合

※煎り物の場合は、付属のホーローマルチポットは使わないでください。

熱効率のよい本製品付属のホー
ローマルチポットは加熱速度が速
いため、火力には十分注意してく
ださい。
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電源プラグをコンセントに差し込みます。

鍋すべり防止リングを取り付けます。

揚げ物モード(温度設定：160℃ / 170℃ / 180℃ / 190℃ / 
200℃)の場合、あらかじめ鍋に油を500g以上入れ、
プレートの中央にのせます。

上からヒーター部の突起にリングの内周をはめ込むように取り付け
ます。

LED表示画面が点灯して
　　　　になります。

スタート
・
オフ

加熱
揚げ物 / 保温



スタート
オフ
・

▼ボタン ▲ボタン スタート・オフボタン数値ランプ

揚げ物 /保温モード指示ランプ

40/50/60(℃) などの設定温度が数値ランプで表示されます。
設定温度は目安です。ご使用状況によって変動します。

ボタンに触れて温度を設定します。

ボタンに1回触れて運転をオフにします。加熱を終了する場合は、
ファンの運転が停止してから、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。あたたかい鍋などがのっている場合はファンが
停止するまで時間がかかる場合があります。電源コードを接続していると、わずかですが電力を消費します。
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40 　 50　  60　  70　  80　  95　  160　  170　  180　  190　  200
40℃　 50℃　  60℃　  70℃　 80℃　 95℃　 160℃　  170℃　  180℃　  190℃　 200℃

（スタート）

※揚げ物調理のポイント（P14）を参照してください。

モードボタン

初期状態の加熱モードから揚げ物 /保温モードに切り替わります。
切り替わると、揚げ物 /保温モード指示ランプが点灯します。 数値ランプが　　　　　になります。

ボタンに1回触れて、揚げ物/保温モードに切り替えます。

揚げ物 /保温モード指示ランプが点灯から点滅に変わり、加熱を開始します。
加熱中に▲/▼ボタンを押して設定温度を変更することもできます。
揚げ物 /保温モード指示ランプは、設定温度に達すると、ピピピという電子音とともに点滅から点灯に変わり、予熱完了
をお知らせします。
電子音が鳴ったら調理します。

ボタンに触れて加熱を開始します。

200(℃) の時に　　　に触れると 40(℃) に移動します。

40(℃) の時に　　　に触れると 200(℃) に移動します。

モード

スタート
オフ・

スタート
オフ・

保温モード 揚げ物モード

※設定温度が 40～ 95℃が保温モード、160～ 200℃が揚げ物モードになります。

保温モード（温度設定：40℃ / 50℃ / 60℃ / 70℃ / 80℃ / 95℃）の場合は、低温調理や
保温するものを鍋に入れ、プレートの中央にのせます。つづき
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コンセント
挿入

電源オフ

通電 加熱開始 出力変更

モード切替 加熱開始

加熱開始

温度設定

スタート

オフ

加熱継続 加熱停止

スタート

オフ

加熱継続

設定温度に達するまで
揚げ物 /保温モード指示ランプは点滅

加熱停止

出力変更

加熱開始 加熱継続/保温 加熱停止温度設定

加熱中の温度変更は
可能

ピ・ピ・ピ ピーー

加熱中の出力変更および
モード変更は可能

ピーー

ピーーピ・ピ・ピ

ピ

ピ

ピ

ピ 加熱モード

揚げ物モード
（高温時）

加熱モード

保温モード
（保温＆低温調理時）設定温度 95℃以下

設定温度 160℃以上

設定温度に
達するとランプ
は連続点灯

最後の操作から
1時間経過すると
自動停止

最後の操作から 2時間
経過すると自動停止

使用方法　操作音と表示画面の遷移一覧

設定温度に
達するとランプ
は連続点灯

最後の操作から
３時間経過すると
自動停止

スタート

オフ

加熱継続 加熱停止

ピーー

最後の操作から 2時間
経過すると自動停止

※加熱停止後、トップ
　プレートがまだ熱いとき、

　　　　と点滅表示します。

　やけどにご注意ください。

設定温度に達するまで
揚げ物 /保温モード指示ランプは点滅

※操作の流れなど製品の仕様は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。



P1 P2 P3 P4 P5

160 170 180 190 200
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●温度調節の範囲は、本製品に付属のホー
　ローポットを使った場合です。

●揚げ物調理時は、必ず付属のホーローマル
　チポットを使用してください。

250W

500g以上900gまで。

●材料、油の量、室温などによって、表示と実
　際の油温度がずれることがあります。調理
　のでき具合により、設定温度を調節してく　
　ださい。●付属のホーローポットを使った炒め物、焼き物の場合

　は、P1、P2の火力で慎重に行ってください。

※付属のホーローポットを使う場合は
　予熱せずP1、P2の弱火で慎重に行う。



ON
タイマー
OFF加熱 揚げ物 / 保温 タイマー

ON
タイマー
OFF加熱 揚げ物 / 保温 タイマー
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品　　名

品　　番

電　　源

消費電力

加　　熱

IHクッキングポット

YECP-S100

AC100V 50Hz/60Hz

1000W(±10%)

約250W～1000W（平均値）

揚  げ  物
低温・保温

本体寸法

本体重量
電源コード長

約160℃～200℃
約40℃～95℃

幅 約195mm×奥行 約195×高さ 約62mm

約1.1Kg（鍋滑り防止リングを含まない）
約1.9m

（鍋滑り防止リングを含まない）



使用上のご注意
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IHクッキングポット
YECP-S100 付属

ホーローマルチポット取扱説明

��
電磁調理器
（IHヒーター）

ガスコンロ ハロゲンヒーター ラジエント
ヒーター

シーズヒーター エンクロヒーター 電子レンジ オーブンレンジ

※空炊き禁止　※加熱中は火元を離れない　※調理以外の使用禁止
※の項目を守らないと事故や火災の原因になります。

さまざまな熱源に対応。ガスコンロでも使えます。

このマルチポットは家庭で調理するために使うものです。
ご使用の際には取扱説明をよく読んでから使用してください。

不適切な取り扱いは事故につながります。



ホーローマルチポットの特徴
●ホーローマルチポットのホーローは、プレス成形された低炭素鋼板の表面にガラス質の釉薬を何層にも
かけて焼成したものです。ガラスの器同様、耐薬品性、耐酸性に優れるため、ジャムを煮つめたり、調理し
た料理を保存したりするのに向いています。
●ホーローマルチポットのガラス質の表面は汚れや臭いを吸着しにくく、洗いやすいという特長があります。
また、調理中の有害物質の溶け出しもありません。
●ホーローマルチポットは1mm厚の低炭素鋼板を使用しており、加熱時の熱伝導や保温性に優れていま
す。また、IHクッキングヒーターによる加熱特性も優れています。
●ホーローマルチポットは、低炭素鋼板をプレス加工したものですので、釉薬のかかりにくいヘリ部分は鉄
さび（酸化鉄）が発生しやすくなっています。ご使用にともない、釉薬がはがれた部分も鉄さびが発生しや
すくなります。
●煎り物の場合は、付属のホーローマルチポットは使わないでください。
●炒め物、焼き物の場合は、予熱せずP1、P2などの弱い火力で焦げ付かないように慎重に行ってください。
●鍋(鉄芯材)とホーローの膨張率は異なるため、火加減が強い場合、焦げ付きを起こした場合、空炊き、急
激な温度変化などにより、細かなひび割れ(マイクロクラック)が生じる場合があります。その状態でも引き
続きご使用いただけますが、ホーローの剥がれの原因となりますので、火力には十分ご注意ください。

●もしホーローマルチポットに鉄さび（酸化鉄）が発生しても人体に悪影響は及ぼしませんのでご安心くだ
さい。スポンジと台所用洗剤で洗い落としてから十分に乾燥させて保管してください。
●ご使用にともない、ポットの白い内底面が黒ずんでくる場合があります。これはホーロー製品に共通する
現象で、製品の異常や不良ではなく、問題なくそのままお使いいただけます。

使用前の準備
●ご使用前には必ず、各部に異常がないことを確認してください。ハンドルのガタつきや変形などが生じて
いる場合には使用しないでください。
●ネジがゆるんでいる場合は、よく締めてからお使いください。その際、締めてもゆるみが解消されない場合
は使用を中止してください。
●製造上、内面は細かい汚れが付着していることがあります。最初に使用するときは食器用中性洗剤をつけ
たスポンジなどで十分に洗いすすいで、乾いた布などで水分を拭き取ってから使用してください。
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ホーロー（琺瑯）製品について
琺瑯（ほうろう）は、工程のほとんどを手作りで製造しています。鉄（生地）の上に下地釉薬（黒色・白色）を
焼きつけ、さらに上地釉薬（表面の色）を高温（約800℃）の炉で焼成します。以下の状態につきまして製
造工程上避けることができません。手作りで一点一点の状態にわずかな個体差がありますのであらかじ
めご了承ください。
●ホーロー焼付工程での吊り痕
●微細な黒点や線、しみ
●釉薬やツヤの多少のムラ
●ハンドル取り付けのパイプ部分には製造工程上の空気穴
を設けています。これは同時に使用時の水抜き穴ともなり
ます。
●製品の端面部分には釉薬が乗りにくくなっています。
●端面の黒い部分は下地の釉薬ですのでご安心ください。

吊り痕

ホーロー製品は一つ一つ手作りのため、製品によっては色ムラ、黒い点、突起物などが生じる場合があり
ますが、品質を損なうものではありませんので、安心してご使用ください。



使用上のご注意
●調理以外の用途には使用しないでください。
●調理中、調理直後は、鍋の本体、ハンドル、蓋が熱くなります。必要に応じて、鍋つかみ、ミトンなどを使用し
てやけどに注意してお取り扱いください。また、乳幼児は遠ざけ、絶対に触らせないようにしてください。

●空だき（鍋の中に何もない状態、または食材がほとんどない状態で加熱すること）をしないでください。空
炊きは本体の変形・破損、釉薬のひび割れや剥離、ひいては火災の原因になります。万一空炊きになって
しまった場合、冷水で冷やすなどはせず、火を止めて自然冷却してください。
●使用前のシーズニング（油を塗って加熱するなどの鍋の慣らし処理）は不要です。鍋をいためる原因にも
なりますのでシーズニングは行わないでください。
●熱くなった鍋を急冷すると、本体が変形、釉薬がひび割れ・破損・剥離する原因になります。熱い鍋を濡れ
ぶきんなどの上に置くことは避けてください。
●調理後など本体が熱いうちに、紙などの燃えやすいものの上には置かないでください。
●冷凍・冷蔵保存した食材を強火で加熱しないでください。急激な温度変化により、鍋の変形、釉薬の破損
の原因になります。
●鍋底に具材が貼り付いた状態になると局部空だきとなり、鍋やIHクッキングヒーターのプレート表面の
破損の原因になります。調理の際には具材を適度にかき混ぜ、具材が鍋底に貼り付くことのないようご注
意ください。

●煎り物の場合は、鍋が空だきに近い状態になるため使用しないでください。炒め物、焼き物の場合は予熱
せず、P1、P2などの弱い火力で、油や具材を多めにして焦げ付かないよう慎重に行ってください。
●天ぷらなど揚げ物調理をする際や、下ごしらえで油を使用する場合は、油の温度を200℃を超える温度に
しないでください。油の過熱による火災の原因になります。
●油の加熱中に蓋をしないでください。過熱により蓋をあける際に発火して火災の原因になることがありま
す。
●少量の油で揚げ物をすると過熱により火災の原因となる場合があります。少なくとも500g以上の油を使
用してください。
●高所から落下させるなど強い衝撃を与えないようにご注意ください。鍋の変形、釉薬の破損の原因になり
ます。
●ハンドルや蓋のつまみがゆるんでいないかご注意ください。ネジが外れると落下してやけどの危険があり
ます。もしネジがゆるんでいる場合、ネジを締めてからご使用ください。
●IHクッキングヒーターでご使用の際、加熱中に「ブーン」、「ジー」というような共鳴音を発することがあり
ます。これは、ヒーターと鍋の振動共鳴によるもので異常ではありません。
●使用にともなって、IHクッキングヒーターのトッププレートが汚れる場合があります。これはトッププレート
に付着している油膜や汚れが熱により焼きついたものです。ラップを丸めて、クリームクレンザーなどでこ
すって除去してください。
●ガス火で使用する場合は、ハンドルが焦げることのないよう、ガス火の炎が鍋の底面からはみ出さない弱
火・中火でお使いください。また、周囲のガスコンロの炎がハンドルに当たることのないようご注意くださ
い。また、温度センサー付きのガスコンロを使用する場合は、鍋をコンロ中心部にのせ、鍋底が温度センサ
ーに確実に接触していることをご確認ください。大きすぎる五徳では使用しないでください。
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使用上のご注意

●蓋本来の用途以外には使用しないでください。
●本品は耐熱ガラスではありません。
●ガラス蓋を鍋本体からずらした状態で使用しないでください。また、落とし蓋としての使用はしないでくだ
さい。
●ガラス蓋に直接火を当てないでください。蓋が部分的に加熱し、破損の原因になります（この時、蓋のステ
ンレススチールリングが変色しています）。
●ガラス蓋が熱いうちに水をかけたり濡れ布巾で触れるなど、急冷はしないでください。急激な温度変化を
加えると破損の原因になります。

●ガラス蓋を落としたり、ぶつけたりしないでください。急激な衝撃を加えると破損の原因になります。
●ガラス蓋に傷がついた場合は使用しないでください。そのまま使用すると破損の原因になります。
●電子レンジやオーブンには使用しないでください。
●ガラス蓋を洗う際は、金属たわしや研磨剤は使用しないでください。ガラス表面に傷をつけ、破損の原因
になります。
●つまみがゆるんだ場合は、止まるまで右に回してください。
●つまみを取り付ける際に過度に力を加えるとガラス蓋、つまみが破損する危険があります。止まるまで注
意して右に回してください。

●万一破損した場合にガラス片が激しく飛散し、ケガをするおそれがあります。また、割れたガラスを取り除
く際は、ケガをするおそれがありますので十分注意してください。

●火にかける際には、底面の水滴は拭き取ってください。
●オーブンや電子レンジでは使用できません。電子レンジで使用すると、火災や電子レンジの故障の原因に
なることがあります。
●ストーブや七輪など炭火の上では危険ですから使用しないでください。
●満水状態で使用しないでください。容量は半分程度を目安にご使用ください。

●吹きこぼれ、煮こぼれしないように使用してください。火が消えてガス漏れしたり、加熱機器などが故障す
る原因になります。
●金属製のヘラなどの調理器具を使用しないでください。鍋の内面を傷つける原因になります。
●内容物を他の容器に移す際には、本体外面への伝いもれや飛び散りにご注意ください。

みそ汁などで味噌を入れた直後や、温め直しの際には
１．あらかじめお玉でよくかき混ぜてください。
２．一気に強火で煮立てないでください。
３．煮立てる際にはお玉でよくかき混ぜながら加熱してください。

突沸現象とは、特に、味噌などが鍋底に沈殿している状態で急速に加熱したときに底部だけが先
に沸き上がる現象で、内容物が飛び出したり、場合によっては鍋が転倒し火傷や物品の破損の危
険があります。

注意「突沸現象」を防ぐために！

ガラス蓋の使用上のご注意
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使用上のご注意

ガラス蓋：全面物理強化ガラス
全面物理強化ガラスとは、ガラスに加工（加熱・急冷）を加えることで表面付近の分子が通常のガ
ラス板よりも密になり、耐熱強度・耐衝撃強度を高めたガラスです。また割れた場合、通常のガラス
ですと破片でケガをするおそれがありましたが、強化ガラスは破片が粒状になりケガをしにくいと
いう特徴があります。全面物理強化ガラスは、表面が加工されているため、細かい傷がつくなどして
応力バランスがくずれると外部からの衝撃が加わっていないにもかかわらず、瞬間的に音を発しな
がら破裂するおそれがありますので使用上の注意を守ってください。

お手入れ・保管について
●使用後は、濡れたままにせず、よく洗って水分を拭き取り乾燥させてください。
●スチールたわし、研磨剤はホーロー表面を傷つけますので使用しないでください。ご使用後はスポンジに
食器用洗剤をつけてよく洗い、水気を柔らかい布で拭き取って自然乾燥させてください。

●こげつきを落とす場合は、金属製の硬いものでこすらずに、お湯に浸してこげつきを柔らかくした後で、食
器用洗剤をつけたスポンジでていねいに洗ってください。

●食器乾燥機、食器洗い機を使用する場合、ホーローは表面がガラス質ですので強い衝撃等を与えないで
ください。ひび割れするおそれがあります。
●塩分や酸等を含んだ汚れを付着したまま放置したり、湿気の多い場所での保管はさびが発生する原因に
なります。
●食品衛生法に適合した材料・釉薬を使用していますので、人体に影響はありません。
●手の届きにくい高所には保管しないでください。取り出し時に落下する危険があります。

品質表示

なべ

材料の種類　本体／ほうろう用鋼板（底の厚さ1.0mm）、ハンドル／フェノール樹脂、
　　　　　　つまみ／ナイロン樹脂
表面加工　内面および外面／ほうろう加工
寸　　法　16cm
満水容量　2.1L

ふた

品　　　名　強化ガラス製器具
強化の種類　全面物理強化

MADE IN CHINA
※製品仕様は予告なく変更することがあります。

20



21

9

●１２０分（揚げ物６０分、保温１８０分）以上加熱していませんか。
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